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「
広
島
と
長
崎
で
亡
く
な
っ
た
す
べ

て
の
人
々
の
存
在
を
感
じ
て
ほ
し
い
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彼
ら
の
死
を
無
駄
に
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
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「
ヒ
バ
ク
シ
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は
７
２
年
に
わ
た

り
、
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き
ま
し
た
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こ
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を
核
兵
器
の
終
わ
り
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始
ま
り
に

し
ま
し
ょ
う
」
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
授
賞

式
で
、
１
３
歳
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被
ば
く
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は
カ
ナ

ダ
に
す
む
サ
ー
ロ
ー
節
子
さ
ん
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語
っ

た
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葉
で
す
。
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終
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る
。
ど
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よ
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終
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え
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は
、

わ
れ
わ
れ
次
第
だ
。
核
兵
器

の
終
わ
り
か
、
そ
れ
と
も
、

わ
れ
わ
れ
の
終
わ
り
か
」

「
す
べ
て
の
国
に
対
し
、
わ

れ
わ
れ
の
終
わ
り
で
は
な
く
、

核
兵
器
の
終
わ
り
を
選
ぶ
よ

う
呼
び
か
け
る
」
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

の
事
務
局
長
が
語
っ
た
言
葉
で
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を
向
け
て
い

る
国
を
代
表
す
る
人
た
ち
の
耳
に
届
い

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
話

を
聞
い
て
も
、
何
も
感
じ
な
い
と
す
れ

ば
、
想
像
力
が
な
い

の
か
、
人
間
の
心
を

持
た
な
い
の
か
と
怒

り
を
感
じ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

「利用者本位」のサービス提供を
介護保険について‐一般質問

みち子のひとりごと

ノーベル平和賞

介護保険制度は３年ごとに計画が作ら

れ、２０１８年４月から第７期となりま

す。現在計画が策定されているところで

す。基本的な考えなど聞きました。

介護保険料の見通しについては、高齢

者の負担は限界にきていると訴え据え置

きを求めましたが、答弁では「第１号被

保険者（６５才以上）の負担割合が２２

％から２３％に増える」というのみで、

明言はしませんでした。また、介護保険

料の減免制度の拡充を求めました。

市は第７期において「自立支援・重度

化防止」を基本的考えのひとつとしてお

り、そのこと自体は必要なことです。し

かし、「自立」にばかり目を向けてしま

うと、利用者が必要なサービスを利用で

きなくなるのではないか危惧されます。

市はケアマネージャーの

作るケアプランをチェッ

クしています。介護サー

ビスはケアプランをもと

に提供されることから、

プランの変更を強く求めることはないか、

「自立」を押し付けるようなことはない

か、問いました。市は「プランの変更を

強く求めるものではない」「利用者本人

が理解したうえで必要なサービスを利用

するものであり押し付けるものではない」

と答弁。利用者本位のサービス提供を求

めました。

市の財政状況を示す指標として「実質

公債費比率」「将来負担比率（将来の借

金返済の負担を示す）」があります。市

では平成１８年度から借金の合計額は増

え続けているにもかかわらず「将来負担

比率」が改善されている（負担が減る）

としているため、その理由を聞きました

が、納得できる答えはありませんでした。

計算方法に明確な根拠がないからではな

いでしょうか。このような方法で算出さ

れる指標のみを判断材料にしていては、

借金の将来負担を見誤るのではないか、

指摘しました。
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指定管理の改善を
姫田高宏市議の質問

姫田市議は、ミズノグループが指

定管理している「つつじヶ丘テニス
コート」について、市のスカイタウ

ン分譲地の販売計画が失敗するなか、
小中学校予定地が遊休地化し２０面
のテニスコートをつくったと経過を

説明。そのテニスコートを年間540
0万円の管理運営委託料と2700万円
の使用料を指定管理者の収入とする

大盤振る舞いや、1件20万円未満と
いう指定管理の修繕費負担について
「割合が低すぎる」など批判し、指

定管理のあり方をただしました。
尾花市長は、「指定管理者の自主

的な経営努力を促し、効率的な施設
の管理運営に勤めていく必要がある」
としました。

また期日前移動投票所の設置につ
いて市長は「必要性も含め、選挙管
理委員会と十分協議していく」と答

弁しました。

名前を変えないで

選挙で後退するたびに支持者の皆さ

んから、「党名を変えたらどうか」と

いう善意の意見が寄せられます。

共産党という名前は、いずれ資本主

義社会をのりこえて真に人間が豊かに

くらせる未来社会（社会主義・共産主

義）をめざすという党の綱領にもとづ

くものです。綱領をそのままにして党

名だけ「〇〇党」に変えても、（共産

党）とカッコ付きで呼ばれ続けるだけ

でしょう。

綱領があるからこそ日本共産党の存

在意義があります。当面の政策が的確

であり姿勢がぶれないのも綱領という

屋台骨がしっかりしているからです。

綱領をふくめ日本共産党の姿をまるご

と知ってもらう努力がもっと必要だと

痛感しています。

かつて国会で論戦相手だった竹中平

蔵氏（元・経済財政担当大臣）は、新

自由主義派の経済学者でしたが、資本

論やわが党の綱領にも詳しく、立場は

一八〇度違っても日本共産党に一定の

リスペクト（尊敬）を抱いていた人で

した。

ある時、私に「日本の政党は自民党

の改革派（新自由主義派）と共産党だ

けでいい。あとは中途半端な連中だ」

と語ったことがあります。資本主義を

未来永劫に続くものとして全面的に肯

定する新自由主義と、資本主義はのり

こえられると考えるわが党の綱領路線

の対決こそ本物の対決軸だという意味

でした。

いまや学者というよりビジネスマン

と化した竹中氏ですが、それだけに、

聞けば、「共産党だけは共産党のまま

でいてほしい」といってくれるのでは

ないかと思います。

大門エッセイ
日本共産党参議院議員
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公共交通の充実は必要
中村朝人市議の一般質問

中村議員は、運転免許証の返納など高
齢化社会が進行するなか公共交通機関の

重要性がますます高まっていることを強
調。一方、今年も和歌山市内でバス路線
が二つ廃止されるなど年を追うごとに廃

止路線が広がってことや、岐阜市ではコ
ミュニティーバスや路線バスの維持に３
億円の予算を確保しているのに対し、和

歌山市は１９００万円にとどまっている
ことを指摘し、行政が主体となった公共
交通機関の充実を求めました。

尾花市長は「安心、安全な公共交通ネッ
トワークを構築し、市民の移動手段を確

保、維持していく」と答弁。森総務局長
は「デマンド型乗り合いタクシーの実証
運行調査を実施し制度の確立に向けて作

業を進めている」と報告しました。
また、南海和歌山市駅周辺のまちづく

りについて有馬産業まちづくり局長は

「さまざまな形で街づくりの支援につと
める」としました。


